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岡山市地域包括支援センター
キャラクターほうほう

【５つの危険度と情報の種類】

災害のとき、一人で避難することが難しい高齢者や障がいのある方などについて、「誰が・どこ

へ・どのように」支援するかをあらかじめ決めておく計画です。

（気象庁ホームページを参考に作成）

▽ここまでにぜったい、逃げましょう▽

新しい防災情報と“もしもの備え”を確認しましょう

令和8年5月下旬から気象の警報が変わり

レベルの数字と一緒に情報が伝えられます。

その為、自治体から警戒レベル４避難指示や

警戒レベル３高齢者等避難が発令された際に

は速やかに避難行動をとってください。

また、避難指示等が発令されていなくても、

警戒レベル４や警戒レベル３に相当する防災

気象情報が発表された際にはキキクル(※1)

や河川の水位情報等を用いて自ら避難の判断

をしてください。

もしもの
備えとして
もしもの
備えとして

☆岡山市では、
町内会や自主防災組織、福祉事業者などが中心となり、地域で計画づくりを進めています。
また、地域包括支援センターも福祉事業者として岡山市危機管理室からの委託を受け、個別避難
計画づくりをお手伝いしています。

（岡山市ホームページを参考に作成）

※1.キキクルは気象庁が提供する
大雨や洪水、土砂災害の危険度
をリアルタイムで地図上に表示
する防災情報サービスです。

【レベル4 危険警報】
災害が発生してもおかしくない
危ないところからすぐ逃げよう
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【レベル３ 警報】
お年寄りなど逃げる時間がかかる人には
早めに逃げるよう呼びかけしよう

【レベル２ 注意報】
どんな危険があるか、どうやって逃げるか、
おうちの人と相談しよう

【レベル１ 早期注意情報】
今後の情報に注意しよう

【レベル５ 特別警報】
すでにはんらんや土砂崩れなどが起きてい
るかも。少しでも安全なところにいこう
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